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図5:ゼロレンジ過程による理論曲線｡パラメータは図2と同じで､蒸発確率はJ-0.005｡シス
テムサイズは(a･)L-100､(b)L-200｡サイズが大きくなるとシミュレーションに漸近していく
ことが分かる｡
5 流量増加のメカニズム
周期系で考えると､流量の増加はモデルからの自然な帰結であることが分かる｡まず､低密度
にもかかわらず蟻はクラスター化してダンゴ状態で動いてゆく｡この際､クラスター内部の蟻は
ホップ確率Qで動くが､先頭の蟻は､前にあるセルは空である確率が高いのでqで動く｡それは､
クラスターはシステムサイズに比べて小さいので､クラスターの外のフェロモンは蒸発している
と考えられるからである｡ 次に密度の増加はクラスターサイズの増加をもたらす｡これにより新
しい特徴が現れる｡それは､クラスターの最後の蟻が落としたフェロモンをクラスターの先頭の
蟻が蒸発する前に見つけることが出来るようになる､ということである｡したがって､先頭の蟻
がクラスターの速度を決めていたわけであるが､その速度がqからQに急激に上がってゆく｡ こ
れが密度上昇による平均速度上昇の原因である｡そしてクラスターがシステム全体を覆うと再び
蟻同士の排除効果により通常の車と同じ渋滞が発生する｡以上のように低密度側でフェロモンの
効果により車とは異なる渋滞が見られるのがこの蟻のモデルの特徴である｡
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